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・ 「数量関係」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、1.02で、全国平均正答
率を上回っている。
(佐賀市81.2）（全国79.6）

○グラフ

■調査結果の概要

A問題（主として「知識」に関する問題）の結果

○全体

○内容
　　　・
　 領域

「数と計算」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、1.04で、全国平均正答
率を上回っている。
(佐賀市83.5）（全国80.6）
「量と測定」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、1.00で、全国平均正答
率と同等である。
(佐賀市68.7）（全国68.8）
「図形」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、1.04で、全国平均正答率を
上回っている。
(佐賀市84.7）（全国81.1）

全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、1.03で、全国平均正答率を上回っている。
(佐賀市81.0）（全国78.6）

○評価
     の
   観点

「数量や図形などについての技能」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、
1.03で、全国平均正答率を上回っている。
(佐賀市80.4）（全国77.7）
「数量や図形などについての知識・理解」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割
合は、1.02で、全国平均正答率を上回っている。
(佐賀市81.4）（全国79.7）

Ⅲ－(２)小学校算数科（１／５） 佐賀市教育委員会
佐賀市ＨＰ用 平成29年9月30日

◆　　平成２９年度　全国学力・学習状況調査結果　《小学校・算数科》　　◆
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「量と測定」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、0.93で、全国平均正答
率を下回っている。
(佐賀市43.6）（全国47.0）
「図形」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、0.93で、全国平均正答率を
下回っている。
(佐賀市12.3）（全国13.2）
「数量関係」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、0.99で、全国平均正答
率を下回っている。
(佐賀市39.5）（全国40.0）

○グラフ

○全体 全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、0.98で、全国平均正答率を下回っている。
(佐賀市45.0）（全国45.9）

○評価
     の
   観点

「数学的な考え方」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、0.98で、全国平
均正答率を下回っている。
(佐賀市44.7）（全国45.4）
「数量や図形などについての知識・理解」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割
合は、0.97で、全国平均正答率を下回っている。
(佐賀市47.0）（全国48.6）

○内容
　　　・
　 領域

「数と計算」については、全国平均正答率に対する佐賀市平均正答率の割合は、1.01で、全国平均正答
率を上回っている。
(佐賀市53.2）（全国52.8）

Ⅲ－(２)小学校算数科（２／５） 佐賀市教育委員会
佐賀市ＨＰ用 平成29年9月30日

B問題（主として「活用」に関する問題）の結果
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○グラフ

数と計算
数量関係

考え方

数と計算
数量関係

考え方B 1(3)

B 2(１)

問題に示された二つの
数量の関係を一般化し
て捉え、そのきまりを記
述することができる。

１から９までの数カードから２枚を選択し、その差が「１・２・３」
の場合、この二枚のカードを用いて、十の位と一の位を入れ替
えて作った二桁の数の差が９×「１・２・３」であることを言葉と数
を用いて記述することができている。

料金の差を求めるため
に、示された資料から必
要な数値を選び、その求
め方と答えを、記述する
ことができる。

封筒の大小と重さによって段階的に料金が示されている表か
ら、小さい封筒で２７ｇの場合と、大きい封筒で３６ｇの場合の１
通分の料金を選び出し、その２０通分の料金の差を、減法と乗
法を用いて正しく求めて、記述することができている。

商を分数で表すことがで
きる。

５÷９の計算のように整数の除法の結果は、常に整数や有限
小数で表せるとは限らないことを理解し、商を分数で表すこと
ができている。

正五角形は、五つの合
同な二等辺三角形で構
成されていることを理解
している。

正五角形は５つの合同な二等辺三角形で構成されていること
に気づき、一周が３６０度であることから、円の中心の周りの角
を５等分して角アを求めることができている。

A 2(4) 数と計算 技能

A 6 図形 知識・理解

A 2(3)
数と計算
数量関係

技能

加法と乗法の混合した整
数と小数の計算をするこ
とができる。

６＋０.５×２の加法と乗法の混合計算において、小数の乗法の
計算手順と、整数と小数の大きさの違いを理解し、正しく計算
することができている。

問題番号 領域 観点 出題のねらい 分　　　　　　　　析

１より小さい小数をかけ
る乗法の問題場面を理
解し、数量の関係を数直
線に表すことができる。

もとになる長さの１ｍとその値段６０円を数直線上で捉えた上
で、０.４mの長さとその時の値段を、大小関係に注意して数直
線上に表すことができている。

A 1(2) 数と計算 知識・理解

佐賀市ＨＰ用 平成29年9月30日

■調査結果の分析　【 成果 （強み） 】

Ⅲ－(２)小学校算数科（３／５） 佐賀市教育委員会

1.06 1.07 
1.16 

1.10  1.08 1.08 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

A1(2) A2(3) A2(4) A6 B1(3) B2(1)



示された式の中の数
が表す意味を記述し、
表と関連付けながら、
その数が表のどこに
入るかを選ぶことがで
きる。

示された式の中の数の意味を、表と関連づけて解釈することが困難
だったと考えられる。数の意味と二次元表（縦軸と横軸）の項目の意
味を、結び付けて捉えさせる活動を仕組み、二次元表の見方を確か
なものにしていくことが大切である。

○グラフ

学年全体の人数に対
するハンカチとティッ
シュペーパーの両方を
持ってきた人数の割
合を表しているグラフ
を選ぶことができる。

条件である各学年の割合を比較するという目的に適したグラフを正し
く選択することに課題が見られる。また、実人数と割合を区別すること
にも課題が見られる。そこで、目的に応じたグラフを作成したり選択し
たりする活動を仕組み、「棒グラフ」「帯グラフ」「円グラフ」の特徴を、
有用感をもって明らかにすることが必要である。

Ｂ ５(２)
図形

数量関係

与えられた情報と場面から、基準量と比較量を捉えて割合を求めるこ
とや判断の理由を記述することが困難だったと考えられる。そのため
には、基準量、比較量、割合が問題文の何に当たるのかを捉えるた
め、２本の数直線を使った図に記入し完成させ、割合と百分率を関係
付けて説明し合う活動に取り組ませることが大切である。

Ｂ ４(２) 数量関係 知識・理解

考え方

与えられた課題から、
基準量、比較量、割合
の関係をとらえ、題意
に合う選択肢を選び、
その理由を記述するこ
とができる。

Ｂ ４(１) 数量関係 考え方

仮の平均を用いた考
えを解釈し、示された
数値を基準とした場合
の平均の求め方を記
述できる。

基準値（最小値）を捉えきれず、この仮の平均の考え方を用いた解決
ができていないことが原因として考えられる。基準値の条件や基準値
を超えた部分に着目した平均の求め方を、グラフと式、言葉と関連付
けながら説明する学習を取り入れることが必要である。

Ｂ ３(２)
量と測定
数量関係

考え方

重さ、長さについて任
意単位による測定を
基に比較しているもの
を選ぶことができる。

重さや長さについて任意単位による測定の意味を理解していないこと
が原因として考えられる。事物を比較･測定させる場合には、直接比
較、間接比較、任意単位による測定、普遍単位による測定、という手
順を踏んで体験させる必要がある。

直線の数とその間の
数の関係に着目して、
示された方法を問題
場面に適用することが
できる。

１２行を３等分することはできるが、その結果、行の数＋１が直線の数
であるという問題構造の把握が課題として考えられる。「１０本の木を
植えたらその隙間は９箇所できる」など、日常生活の事象を数理的に
捉えることができるような問題場面を設定し、数学的に処理するような
学習を仕組むことが大切である。

Ａ 4 量と測定 知識・理解

Ｂ ２(２) 数と計算 考え方

佐賀市ＨＰ用 平成29年9月30日

■調査結果の分析　【 課題 （弱み） 】

問題番号 領域 観点 出題のねらい 分　　　　　　　　析

Ⅲ－(２)小学校算数科（４／５） 佐賀市教育委員会
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■評価の観点については、以下のように表記しています。 ■内容・領域については、以下のように表記しています。

Ｄ数量関係 数量関係

数量や図形などについての技能 技能 Ｂ量と測定 量と測定

数量や図形などについての知識・理解 知識・理解 Ｃ図形 図形

数学的な考え方 考え方 Ａ数と計算 数と計算

○ 基本的な生活習慣を身に付けさせるとともに、算数の学びを生活に生かす意識を育む
・算数の問題は、日常の場面から数量の関係に着目して作られているため、家庭学習で身の回りの数や形、数量
関係などに着目させ、学んだことと関連付けながら、考えさせたり調べさせたりすることを通して、算数の学びに対
する有用感を高めていくことが大切である。
・意識調査から、「算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用しよう」と考えている子どもは、７割を超えて
いる。今後は更に、学校や家庭でも生活の中の算数に関わる事柄に触れさせ、課題を見出したり、その課題を解
決したりする活動に取り組ませることで、実践力を伴った意欲や態度につなげていく必要がある。

評価の観点 表記 内容・領域 表記

佐賀市ＨＰ用 平成29年9月30日

■調査結果の分析　【指導改善について】推奨

○ 活用を意識した指導の充実
・全国平均と比較すると、Ａ問題（主として「知識」に関する問題）の結果は、全国よりやや上回っているという結果
であり、これまでの基礎的･基本的な知識･理解の定着を重視した取り組みの成果だととらえられる。これに対して
B問題（主として「活用」に関する問題）の結果は、全国よりやや下回っていた。昨年と同様に解答時間が足りない
と思っている子どもの割合が高く、身に付けた知識･技能を目的に応じて適切に生かすことができるように、他教科
との合科的･横断的な活動を通して、その有用性を実感させ、的確な情報収集力と活用力をいっそう育んでいくこ
とが重要である。
・子どもたち一人一人が、「何を理解し、何を身につけたか」そして「何に活用できたか」を実感できるように、身近な
生活場面から、「学びたい」「考えたい」という「問い」が生じるような単元計画を設定し、問題解決していく経験を大
切にしたい。

○ 算数科の系統性を意識した指導の充実
・任意単位による測定の理解が不十分であった。長さや重さについて事物を比較・測定させる場合は、直接比較、
間接比較、任意単位による測定、普遍単位による測定と手順を追い、経験を積み重ねて確かな量感に結び付ける
必要がある。
・子どもたちが単元を貫くめあてや問いをもち能動的な学びをするには、１時間の授業だけでなく、単元構成を考え
た指導計画（単元計画）が重要となる。そのためには、授業で身に付けさせたい資質・能力を明らかにし、系統性を
考慮しながら、数学的活動を取り入れた教材解釈や教材開発に努めていく必要がある。

○ 数学的な考え方を育む指導の充実
・日常の事柄や事象に含まれる算数的な「知識」「技能」「考え方」を、ＩＣＴ機器の特性を生かして図や表、グラフに
表し、可視化することで、「簡潔」「明瞭」「的確」に処理する能力を育くむ。
・自力解決で求めた答えを解決前の「見通し」と比較したり、友達との対話的な活動を通して振り返ったりすること
で、より深くより広い理解へとつなげる学習を、低学年の段階から計画的に位置づけ、取り入れることが大切であ
る。
・「式と答え」を「図、表、グラフ」などを用いて全体に説明する時間を設け、資料を活用しながら論理的に説明した
り、友達の質問に答えたりする時間を保障することが大切である。

Ⅲ－(２)小学校算数科（５／５） 佐賀市教育委員会


